
東京都立大学 博士後期課程学生支援プロジェクト｢みやこMIRAI※ ｣始動
～経済的支援を大幅に拡充し、研究に専念できる環境を整備～
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いま、日本の大学生のうち博士後期課程に進む人はおよそ100人に1人 。高度専門人材の減少が
「失われた30年」の遠因とも言われています。これからの社会は、AIが多くの仕事を代替する情報
化社会です。そんな時代に必要なのは、AIにはできない、0から1を創る人。それが、博士（Ph.D.：
Doctor of Philosophyの略）です。海外では、博士号を持つ高度専門人材が活躍し、博士号を持たない
と｢スタートラインにすら立てない｣ことも耳にします。

｢博士｣と聞くと、特定の分野に深く関わる人を思い浮かべるかもしれません。でも、今の博士は
違います。社会とつながる実践的な学び、たとえば企業インターンシップや起業家教育（アントレ
プレナーシップ教育）なども取り入れられ、幅広く社会で活躍できる高度専門人材となる訓練を受け
ています。5年間の大学院生活は、学部の4年間とはまったく異なるレベルの挑戦。自ら課題を発見し、
仲間と協力しながら解決し、社会に新しい価値を生み出す力を育みます。都立大では、十分な経済的
支援を受けながら、こうした高度な学びに専念できる環境が整っています。

※１ 出典：経済産業省・文部科学省「博士人材ファクトブック」（2025年3月26日）P6
※２ 出典：日本経済団体連合会「博士人材と女性理工系人材の育成・活躍に向けた提言」（2024年2月20日）P3
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大学院が拓くMIRAI 
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「みやこMIRAI」プロジェクトでは、一定の資格要件を満たす学生全員※1 を対象に、生活費相当額
（年額 240 万円）を支給するとともに、授業料免除等の支援を行うことで、研究に専念できる環境
を提供します。さらに、研究業績の優れた学生に対しては、２年次以降給付額を上乗せすることで、
授業料免除と合わせて同世代の社会人の給与と同水準の支援※2 を行います。

※2 上乗せ支援により、年間約 472 万円相当の経済的支援を実現します。
※1 日本国籍を有する者、特別永住者等で、入学時 30 歳未満、標準修業年限内など、一定の資格要件があります。

国制度の支援 生活費相当額年額 420万円～･授業料免除年額 52万8百円
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2025年10月現在の取り組みです

東京都立大学の支援

経済的･キャリアパス支援

日本でも、博士課程修了者は初任給が高いというデータ※1もあり、政府および産業界からも積極的
に博士人材を登用する取り組み※２が始まっています。労働者人口が大きく減少する現代社会において、
ますます高度専門人材のニーズが高まってきます。 都立大なら、大学院に進んでも経済的に同世代と
同じスタートラインに立てるだけでなく、高度な学術に裏打ちされた実践的知識を持つ高度専門人材
になれる

――そんなMIRAIが 、ここにあります。

詳細はHPをご覧ください
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